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評価日 平成29年3月17日 評価日 平成29年3月22日

評価者・組織 運営委員会
評価者

（いずれかに○）
○学校運営協議会
学校評議員

分
野

評価項目
(１回目評価を踏まえた)
年度末までの取組

（取組結果を検証する）
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

分析を踏まえた改善策 学校関係者による意見
学校運営協議会・
学校評議員による
改善に向けた支援策

授業改善によ
るわかる授業
の創造

校内研究授業/協同学習
の研究推進/小中連携/
読書習慣の定着

アンケート「学校の授業は
わかりやすいか」/学習確
認プログラムの結果

「学校の授業は楽しくわか
りやすい」が昨年度比３ポ
イント増。

授業改善の成果が現れて
きたとも言える。ただし、
保護者からの評価は下
降。

今年度始めた当初の「授
業の目的・意義」について
の全校集会の継続。

生徒アンケートの結果に
ついては、大変評価でき
る。

小中連携した取組の更な
る進化を望む。

家庭学習の習
慣化

ゲーム・テレビ・ネット・メー
ル等の時間制限の検討/
ふりかえりの定着/宿題の
増量

アンケート「宿題はできて
いる・家庭学習には毎日
取り組んでいる」

全く家庭学習をしない生
徒は平日で全国の２倍、
休日で３倍の傾向は変わ
らず。

家庭への働きかけは、効
果が薄い。保護者に頼ら
ず生徒自身を変える必要
あり。

年度途中から設置した、
自主勉コーナーの充実と
自主勉ノート活用の全学
年展開。

学校の自主勉強推進へ
の取組は評価できる。

保護者・地域への啓発活
動についての協力。

授業規範の確
立

遅刻・ベル着違反ゼロへ
の取組/校内巡視体制の
継続/授業の規律１０箇条
の徹底

ベル着や授業改善への取
組結果/アンケート「学校
のルール守っている」

「学校のルールや約束を
守っている」が昨年度比
3.3ポイント増。

エスケープ・ベル着違反
激減。さらに魅力があり、
わかる授業で生徒を惹き
つける。

現状におごることなく、こ
れまでの規範意識定着に
向けた取組を進めていく。

エスケープ・ベル着違反
が減ったことは評価でき
る。

わかりやすく楽しい、魅力
ある授業づくりに邁進して
欲しい。

いじめが起きな
い学級集団づく
り

学級経営力向上/クラマネ
の活用/梅津の志徹底/い
じめ防止基本方針の周知

アンケート「いじめはいけ
ない・悪いことは悪いとい
える」

「安心して登校できてい
る」が昨年度比0.3ポイント
増。そう思わない生徒は
ゼロ。

生徒会の取組や、学級経
営が一定の成果が現れて
いる。

クラマネの更なる活用と、
日頃の生徒観察、安全安
心菜学校づくりに更に邁
進。

生徒アンケートの結果は
評価できる。

危機意識を忘れない。落
ち着いたときこそ、原点に
戻ってほしい。

「いいことばの
日」への理解と
定着

毎月15日の生徒会の呼び
かけとそれに呼応する担
任の働きかけ

終学活の振り返り/アン
ケート「友達は優しい言葉
をかけ助けてくれる」

地域の各種団体への周
知が進み、多くの会合で
話題として頂いている。

地生連の協力が大きな力
となっている。小中合同の
取組への評価も高い。

小中合同の取組から、梅
津地域全体の取組となる
ように進化させる。

生徒の状態が非常に良く
なり、あいさつもできるよう
になってきたと感じる。

地域での協力を更に進め
る。

道徳教育の充
実

学年道徳・交流道徳・全
校道徳の実施と振り返り/
他校研発への参加

道徳学習シートの点検/ア
ンケート「自分にはいいと
ころがある」

全校道徳にて、フリーの
意見交換が、真面目で前
向きに行えるようになっ
た。

道徳授業の公開や研究・
研修が進み、生徒の心も
良く育っているのではない
か。

教科化を見据え、評価の
出し方と、評価を活かした
授業づくりの研究が必要。

地域での生活の様子か
ら、道徳心が養われてい
ると感じる。

教科化に向けた研究・研
修を進めて欲しい。

基本的生活習
慣の確立

ゲーム・テレビ・ネット・メー
ル等の時間制限の検討/
遅刻・ベル着についての
取組

就寝時間・家庭での生活
習慣についての調査

朝食を食べない生徒、寝
る時間が遅く、不規則な
生徒が多い状態が続く。

ビデオ・ゲーム・ネット・
メールなどに使われる時
間が、圧倒的に多い状況
のまま。

ビデオ・ゲーム・ネット・
メールなどに使う時間の
制限を、学校から提案す
る。

学校が感じる危機意識に
つて理解できる。

学校の方針に賛同できる
ので、学校運営協議会名
を使ってもらって良い。

体力・運動能力
の向上

食通信の充実/体育授業
の充実/部活指導の充実
と支援体制づくり

体育授業の評価/部活に
関するアンケート/朝食ア
ンケート/部活動の様子

部活動への満足度が向
上。白熱した体育大会や
部活結果から満足でき
る。

体育授業でのケガが減ら
ず、運動能力に課題のあ
る生徒はいる。

運動の楽しさや、自身の
健康への興味関心を持た
せる工夫が必要。

体育大会の様子や部活
の様子から。向上を感じら
れる。

自治会の運動会や体育
的行事にも中学生の参加
を、更に促す。

小中一貫教育
の推進

小中合同研究授業・研究
協議会/小中３校教職員
の親睦

小中合同研修会後の職
員アンケート・学習確認プ
ログラム

小中合同研修会・研究授
業において盛んな意見交
換が行われ、充実感がわ
かる。

小中教員間の垣根は取り
払われ、相互理解も進ん
だと言える。

目的は児童・生徒の小中
一貫であり、教員間の連
携で満足しないように。

幼稚園・保育園との連携
も必要に思う。

幼・保だけでなく介護施
設・学童等との必要な連
携に協力をする。

愛校心の育成 集会の工夫/梅津の志の
唱和/校歌を歌う/地域へ
の発信

アンケート「梅津中を誇り
に思う・他の学校とは違う
特色がある」

「梅津中を誇りに思える」
が0.6ポイント減。

意外な結果で、様々な取
組が教員の自己満足に
なっていないか、検証が
必要。

「梅津中に特色がある」が
6.2ポイント増。この結果を
大切にする。

生徒アンケートの結果は
評価できる。

梅津地域の教育の中心と
して、必要な支援を行う。

情報発信の充
実

積極的なホームページの
活用/ホームページの活
用/学級・学校だより発行

学校ホームページのアク
セス数・学校評価保護者
アンケート

保護者からの評価は減だ
が、生徒からの評価は
増。

保護者の要望に応え、さ
らに充実させる必要があ
る。

生徒の評価に満足せず、
行事計画や報告等を早く
正確に細かく伝える。

より地域に開かれた学校
づくりを臨む。

年度始め、学校運営協議
会理事と教職員の顔合わ
せが必要。顔を知った上
での協力をしたい。

３ 　総括・次年度の課題
○保護者アンケートと生徒アンケートの回収方法の違いが、結果を左右しているのではないか。保護者アンケートもＢＯＸでの自主回収ではなく、担任の先生で回収した方が正確ではないか。（保護者アンケート回収率は１／４程
度）
○一見落ち着いてきたように見えるが、荒れていた頃を忘れ、危機意識が薄れるといけない。今こそ一人一人をよく見て、弱い立場の生徒や何も言わない生徒への、働きかけを強め、攻めて行くことで、全体のレベルアップを目
指す必要がある。
○更なる授業改善・工夫を進め、誰にとっても楽しくわかりやすい魅力ある授業を展開することで、学習に対する興味・関心を高め、授業規範や学校の安全・安心を追求していく必要がある。
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・アンケート実施結果，
　その他指標の結果に
　ついて整理

平成２８年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　京都市立梅津中学校　　　)

独
自
の
項
目

　・個別評価項目の設定及び各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

自己評価 学校関係者評価
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